
物理学Ｆレポート解答（１月２０日出題分）

■問題１）
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■問題２）
|α〉 = 1√

10

(
1
3

)
= c1|a3〉+ c2|a4〉 =

1√
2

(
c1 + c2
c1 − c2

)
(3)

なので，連立方程式
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■問題３）
|α〉 = 1√
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なので，連立方程式
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となる．
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■問題４） まず，Âiを測りたいときは |α〉を Âiの固有ベクトルの和の形に書き換えるこ

とが必要．一方，前回のレポートの内容から

Â1|a3〉 = |a3〉, Â1|a4〉 = −|a4〉

Â2|a5〉 = |a5〉, Â2|a6〉 = −|a6〉

Â3|a1〉 = |a1〉, Â3|a2〉 = −|a2〉

である．よって，Â1 を測りたいときは |α〉 = c1|a3〉 + c2|a4〉，Â2 を測りたいときは |α〉 =
c1|a5〉+ c2|a6〉，Â3 を測りたいときは |α〉 = c1|a1〉+ c2|a2〉と書き換えればよい．このとき，
|c1|2，|c2|2がそれぞれ測定値が +1，−1になる確率である．期待値は同じ状態 |α〉をたくさ
ん用意して測定したときの平均値であり，「(測定値)×(確率)」をすべての可能な測定値につ
いて和をとればよい．
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